
緑が丘地区 
■ 三木みらい会議（緑が丘地区）アンケート結果の概要（主な意見） 

１ 開催日時：平成３１年２月２５日（月）１９時～２０時３０分 

２ 開催場所：緑が丘町公民館 

３ 参加人数：１６人（男性 ６人、女性 １０人） 

  ※市３人、コンサル２人参加 

 
① 地域の良さ（複数回答） ② 地域の課題（複数回答） 

 

 

その他：・高齢者の方が子どもを可愛がってくれる。 

・防犯、自治会活動 

 

 

その他：・特別悪いことは無いけれど、特別良いところもない。特徴が無い。 

・保育園の開放日が分かりにくい 

・文教地区なのに本屋さんが無い。 

③ 地域がどのようなまちになれば良いか 
④ ③のようなまちになるために、 

地域で取り組むことが考えられるまちづくり活動 
⑤ その他自由意見 

・子育て中の若い世代の人達が、定住したくなるようなまちづくり 

・老若男女、住民が主体的にまちづくり活動に協力し、諸団体の連携が

取れるまち 

・子育て中の親子がいつでも集まれる児童館のような場所があるまち 

・おおきなきで開催の、子ども服の交換会が常時開催されているような

スペースがあるまち 

・人が集まるまち。行きたいと思うまちが、住みたいまちに繋がるので

はないかと思うので、手作り市やマルシェなどのイベントが多いまち 

・自家用車が無くても生活できるまち 

・遊びやすい遊具などがある公園があるまち（砂場が汚い） 

・退職者（60 歳～）の集い、居場所、交流などがあるまち 

・手話や要約筆記があるまち（その道に長けている人がいるなど） 

・学校や高齢者施設に「赤ちゃん先生」が来るまち 

・若い家族が増えるように、子育てしやすい場所づくり（児童館など） 

・若い人にとって魅力があるまち 

・小さい子どもと年配の人が自然に触れ合えるまち 

・働く子育て世代の女性の家庭での負担（特に家事）が減って、もっと

女性の持っている才能や力を発揮できるような生活が送れるまち 

・医療施設（特に小児科）、高齢者を考慮した医療施設の建設。ただし

これらは地域レベルでは予算に限界があるため難しい課題ではある。 

・まち協で子育て部門をつくる（がんばります） 

・現在の、おおきなきの利用団体を増やす。週 1 の子育て広場＋α 

・みどりんで案が挙がっていた「くるくるリサイクル」の実施 

・子どもたちが放課後に安心して遊べるまちづくり（まちのパトロール

活動を小学校の下校時間に合わせていただけるとありがたいです。） 

・自主的な活動をサポートする。声掛けをする。 

・長持ちする、住み心地のよい家を建てる。 

・新たに来る人だけではなく、今いる人たちも、このまま三木に居たい

と思えることなど 

・子どもに対して医療費や保育代軽減の手厚さは感じるが、子育て世代

と老人の世帯が分かれていて、一緒に住んでいこうという感じがしな

い。 

・知っている人だけがいろいろなイベントに参加し、知らない人は入れ

ない。後から知っても輪に入れない空気を感じる。 

・10 年前の子育て環境の中で、町内や近隣の地域で小ぢんまりとでき

ることは少しずつ形にしてきました。子育て支援課との連携がより一

層できることを望みます。 

・副業ができるまちなら良い（生産性の向上） 

・インクルーシブ教育を充実して欲しい（特別支援学校という形で分け

ずに） 

・工場見学の充実（せっかく工場がたくさんあるのだから）。 

・リノベーションして、その家を貸すシェアハウスしている人がいるそ

うです。自分でするのは辛いけど、綺麗でおしゃれで住みやすくなっ

ている物件なら住みたい。 

年齢 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 

人数 １人 １人 ８人 ６人 



緑が丘地区 
・子どもたちが帰ってきたいと思えるような環境が整備されたまち ・みらい会議やまち協の存在を、PTA をするまで知らなかった。もっ

と市民にアピールしても良いと思うし、参加メンバーを募ってもよい

のではないかと思いました。 

・男性の意識改革は、個人の努力だけでは限界があります。女性ばかり

が我慢をして、本来の力を十分に発揮できない社会はおかしいと常々

思います。 

・人がたくさん住み、活気があふれ、若者が多く、妊婦さんや赤ちゃん

を連れている人がまちを歩き、子どもが公園でたくさん遊び、お年寄

りはいきいきと活動している地域になれば良い。 

・子育て世代がもっと増えるような、三木に来たいと思える何かがあれ

ば良い。 

 
 


